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百
姓
的
世
界
と
は
兵
農
分
離
制
の
も
と
で
、
百
姓
が
創
り
出
し
た
自
立
的
な
世
界
で
あ
る
。
本
書
は
こ
う
し
た
百
姓
的
世
界
の
展
開
を
さ
さ
え
る
社
会
結
合
や
社
会
意
識
の
発
展
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
い
る
。
構
成
は
全
二
部
六
章
か
ら
な
る
。
序
章
百
姓
的
世
界
像
を
め
ぐ
っ
て
ｌ
課
題
と
方
法
１
１
百
姓
的
世
界
の
基
層
第
一
章
近
世
質
地
請
戻
し
慣
行
と
百
姓
高
所
持
第
二
章
百
姓
的
世
界
の
成
立
と
百
姓
結
合
第
三
章
百
姓
的
世
界
意
識
の
基
層
ｌ
迷
惑
・
我
儘
・
私
欲
ｌ
Ⅱ
百
姓
的
世
界
の
展
開
と
社
会
結
合
第
一
章
元
禄
期
の
山
野
争
論
と
村
第
二
章
享
保
期
に
お
け
る
村
落
共
同
体
と
祭
祀
問
題
第
三
章
古
河
藩
宝
暦
一
摸
の
展
開
終
章
百
姓
的
世
界
の
射
程
以
下
、
各
章
の
内
容
を
か
ん
た
ん
に
紹
介
し
て
お
こ
う
。
Ｉ
は
こ
の
著
作
の
主
題
に
あ
た
る
部
分
で
、
百
姓
的
世
界
の
基
層
と
し
て
「
所
有
・
社
会
結
合
・
自
由
」
の
三
つ
の
側
面
に
着
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
側
〈書評と紹介〉
白
川
部
達
夫
箸
法
政
史
学
第
四
十
八
号
『日本近世の村と百姓的世界』
佐
々
悦
久
面
を
各
章
で
論
じ
て
い
る
。
第
一
章
で
は
、
一
八
世
紀
か
ら
一
九
世
紀
に
か
け
て
広
範
に
見
ら
れ
る
質
地
の
無
年
期
的
請
け
戻
し
慣
行
の
具
体
的
な
分
析
を
通
じ
て
、
百
姓
高
所
持
の
あ
り
方
を
社
会
意
識
に
ま
で
立
ち
入
っ
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
第
二
章
は
一
八
世
紀
初
頭
に
成
立
す
る
百
姓
的
世
界
の
形
成
を
さ
さ
え
た
百
姓
結
合
の
あ
り
方
や
結
合
意
識
に
つ
い
て
考
察
す
る
も
の
で
、
内
容
は
二
つ
の
部
分
か
ら
な
っ
て
い
る
。
ま
ず
前
段
で
は
、
正
徳
三
年
に
起
こ
っ
た
下
総
古
河
藩
の
上
が
り
年
貢
訴
願
闘
争
を
事
例
に
、
訴
願
に
あ
た
っ
て
村
内
で
、
名
主
と
惣
百
姓
の
間
に
起
請
文
と
頼
証
文
が
同
時
に
作
成
さ
れ
て
い
る
点
に
着
目
す
る
。
こ
れ
は
訴
願
を
代
表
す
る
も
の
に
対
す
る
保
障
を
定
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
時
期
、
こ
う
し
た
起
請
文
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
点
に
「
村
に
本
来
備
わ
っ
て
い
た
保
障
機
能
の
信
頼
性
が
ゆ
ら
い
で
い
る
」
こ
と
を
指
摘
し
、
後
段
で
は
古
河
藩
領
の
同
時
期
の
い
く
つ
か
の
村
落
の
事
例
を
中
心
に
、
村
規
制
の
問
題
や
村
内
の
家
格
秩
序
の
再
編
や
動
揺
の
問
題
な
ど
、
小
百
姓
の
成
長
に
と
も
な
う
村
の
百
姓
結
合
の
変
化
を
分
析
し
ている。
第
三
章
は
村
方
騒
動
の
関
係
文
書
に
使
用
さ
れ
る
特
徴
的
な
非
難
文
言
「
迷
惑
・
我
侭
・
私
欲
」
の
言
語
や
使
用
例
の
分
析
に
よ
り
、
百
姓
の
正
当
性
意
識
の
展
開
を
論
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た
研
究
は
こ
れ
ま
で
の
村
方
騒
動
研
究
で
は
あ
ま
り
省
み
ら
れ
な
か
っ
た
問
題
で
あ
り
、
今
後
の
展
開
が
注
目
されよう。
つ
ぎ
に
Ⅱ
部
は
各
論
に
あ
た
る
も
の
で
、
Ｉ
部
で
論
証
し
た
百
姓
的
世
界
の
展
開
と
、
そ
の
な
か
で
の
社
会
結
合
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
論
文
三
本
を
収
め
て
い
る
。
一五八
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第
一
章
は
、
元
禄
二
年
～
三
年
の
茨
城
県
筑
波
郡
小
田
村
と
太
田
村
の
山
野
争
論
の
分
析
に
よ
り
、
村
社
会
の
あ
り
方
を
論
じ
て
い
る
。
小
田
村
側
の
と
っ
た
「
鎌
取
り
」
と
い
う
中
世
か
ら
の
伝
統
的
な
解
決
法
に
対
し
、
太
田
村
側
の
頼
み
証
文
を
作
成
し
村
中
合
意
に
基
づ
く
結
集
方
法
を
と
る
点
に
着
目
し
、
そ
の
意
味
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
第
二
章
は
、
享
保
期
の
常
陸
西
部
の
農
村
に
多
い
村
落
祭
祀
を
め
ぐ
る
争
い
を
分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
初
期
本
百
姓
を
中
心
と
し
た
村
落
身
分
秩
序
が
変
質
し
て
い
く
過
程
を
論
じ
て
い
る
。
第
三
章
は
古
河
藩
宝
暦
一
摸
の
内
容
紹
介
と
そ
の
な
か
で
展
開
さ
れ
る
百
姓結合のあり方について論じている。このなかで、宝暦一摸が名
主
や
村
役
人
層
を
含
む
惣
百
姓
結
合
の
形
態
を
と
り
な
が
ら
も
、
同
時
に
村
落
内
部
で
は
村
役
人
層
と
小
前
百
姓
層
と
が
対
立
す
る
と
い
う
矛
盾
を
は
ら
む
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
よ
う
。
以
上
、
第
１
部
は
と
も
か
く
、
第
Ⅱ
部
に
つ
い
て
は
全
体
を
通
し
て
の
整
合
性
は
薄
く
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
論
文
と
し
て
読
ま
れ
る
べ
き
で
あ
る
》っ。内
容
的
に
は
、
戦
後
歴
史
学
の
中
心
で
あ
っ
た
村
落
構
造
論
的
な
分
析
や
枠
組
み
と
は
こ
と
な
る
社
会
史
的
な
方
法
論
や
問
題
意
識
が
多
く
採
り
入
れ
られている。きわめて意欲的な著作であり、今後に多くの新たな
問
題
点
を
提
供
す
る
書
と
し
て
、
高
く
評
価
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
（校倉書一房七一二○円）
書
評
と
紹
介
法
政
史
学
第
四
十
八
号
本
書
は
一
九
九
一
～
九
三
年
に
出
た
『
古
代
史
用
語
事
典
』
（
武
光）・『中世史用語事典』（佐藤）・『近世史用語事典』（村上）
。
『
近
現
代
史
用
語
事
典
』
（
安
岡
）
を
調
整
合
体
し
、
そ
の
際
か
な
り
用
語
を
増
補
し
、
計
一
万
七
千
項
目
と
称
し
て
い
る
。
｜
項
目
約
百
字
に
お
さ
え
用
語
数
を
多
く
し
て
お
り
、
関
連
項
目
を
次
に
引
く
こ
と
に
よ
り
利
用
価
値
が
高
め
ら
れ
よ
う
。
本
学
関
係
執
筆
者
は
共
編
者
（
村
上
直
・
安
岡
昭
男
）
に
、
近
世
が
川
口
素
生
・
佐
藤
豊
巳
・
筑
紫
敏
夫
・
中
里
行
雄
（
い
ず
れ
も
編
集
協
力
）
、
近
現
代
で
は
岩
壁
義
光
・
柏
木
－
朗
・
佐
藤
正
典
・
富
塚
一
彦
・
長
井
純
市
（
以
上
編
集
協
力
）
・
生
田
澄
江
・
石
川
（
横
山
）
恵
美
・
狩
野
雄
一
・
川
畑
恵
・
川
本
勉
・
川
原
崎
剛
雄
・
小
松
田
知
子
・
斉
藤勉・高橋節子・湯本豪一（五十音順）。
〔
Ａ
５
判
一
二
七
○
頁
定
価
二
八
、
○
○
○
円
新
人
物
往
来
社
一九九五年八月刊〕
武
光
誠
・
佐
藤
和
彦
・
村
上
直
・
安
岡
昭
男
編
『日本史用語大事典』
一五九
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本
書
は
、
著
者
が
大
学
を
卒
業
し
て
引
き
続
き
大
学
院
を
修
了
さ
れ
、
そ
の
後
も
研
究
を
行
っ
て
き
た
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
現
在
に
い
た
る
そ
の
間
に
お
い
て
、
著
者
は
東
京
都
教
育
庁
学
芸
員
と
し
て
、
き
び
し
い
職
場
環
境
の
な
か
、
仕
事
と
研
究
を
両
立
さ
せ
て
こ
の
書
を
成
し
て
お
ら
れ
る
。
ま
ず
は
敬
服
し
た
い
。
著
者
は
「
あ
と
が
き
」
に
も
あ
る
よ
う
に
（
１
）
江
戸
幕
府
勘
定
所
を
中
心
と
す
る
論
考
、
（
２
）
幕
府
下
級
武
士
団
で
あ
る
八
王
子
千
人
同
心
、
（
３
）
近
世
都
市
江
戸
周
辺
の
地
域
史
に
つ
い
て
、
四
○
数
本
の
論
文
を
書
か
れ
て
い
る
。
本
書
は
、
そ
の
う
ち
（
３
）
を
中
心
に
し
て
一
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
ね
ら
い
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
近
世
都
市
江
戸
の
影
響
を
う
け
て
独
自
の
歴
史
を
展
開
さ
せ
て
い
た
江
戸
周
辺
の
地
域
性
や
そ
の
歴
史
像
を
描
き
出
す
と
い
う
点
に
求
め
て
い
る
。
そ
こ
で
、
本
書
の
構
成
は
示
せ
ば
、
つ
ぎ
の
と
お
り
で
あ
り
、
そ
の
概
要
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
。
序
章
近
世
都
市
周
辺
地
域
史
研
究
の
視
点
第
一
章
江
戸
近
郊
の
水
利
と
農
民
生
活
第
一
節
低
地
帯
農
村
の
水
利
と
そ
の
維
持
管
理
第
二
節
低
地
帯
の
河
川
管
理
と
治
水
馬
塲
憲
一
著
『近世都市周辺の村落と民衆」
法
政
史
学
第
四
十
八
号
池
田
昇
第
三
節
鷹
場
内
農
民
の
生
活
と
鷹
野
御
用
第
四
節
江
戸
近
郊
農
村
の
諸
相
第
二
章
多
摩
の
村
落
と
農
民
の
動
向
第
一
節
土
豪
的
農
民
の
系
譜
と
土
着
化
第
二
節
谷
戸
村
落
の
生
産
基
盤
第
三
節
谷
戸
村
落
に
お
け
る
農
民
の
存
在
形
態
第
四
節
村
明
細
帳
に
み
る
多
摩
川
中
流
域
の
村
落
第
三
章
豪
農
と
在
郷
町
の
展
開
第
一
節
一
豪
農
に
み
る
酒
造
業
開
業
過
程
の
様
相
第
二
節
天
保
期
に
お
け
る
八
王
子
町
の
動
向
序
章
で
は
近
世
都
市
江
戸
を
取
り
ま
く
地
理
的
状
況
を
概
観
し
、
著
者
の
視
点
を
述
べ
て
い
る
。
第
一
章
は
江
戸
近
郊
農
村
を
研
究
対
象
に
し
て
、
第
一
節
・
二
節
で
東
部
低
地
帯
農
村
に
お
け
る
水
利
と
そ
の
維
持
管
理
の
た
め
の
農
民
負
担
、
洪
水
へ
の
対
応
、
河
川
管
理
の
実
態
を
考
察
し
て
い
る
。
第
三
節
・
四
節
で
は
武
蔵
野
台
地
に
点
在
す
る
村
落
に
焦
点
を
あ
て
、
そ
こ
に
設
定
さ
れ
た
幕
府
の
鷹
場
と
農
民
と
の
関
わ
り
や
、
農
民
階
層
、
農
民
の
諸
負
担
、
農
間
渡
世
、
奉
公
人
の
実
態
な
ど
か
ら
近
郊
農
村
の
諸
相
を
究
明
し
て
い
る
。
第
二
章
は
多
摩
丘
陵
と
多
摩
川
・
秋
川
流
域
に
開
け
た
農
村
を
対
象
に
、
第
一
節
で
は
多
摩
郡
に
お
け
る
土
豪
的
農
民
の
系
譜
と
秋
川
流
域
で
の
土
着
化
の
事
例
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
第
二
節
は
多
摩
丘
陵
の
谷
戸
に
点
在
す
る
村
落
の
歴
史
的
な
概
観
と
農
業
生
産
・
農
間
渡
世
の
展
開
を
巨
視
的
に
捉
え、谷戸村落の生産基盤を考察している。第一一一節は第二節をうけ
て
、
谷
戸
村
落
で
あ
る
一
農
村
の
土
地
保
有
形
態
・
階
層
構
成
・
通
婚
圏
な
￣
六
○
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ど
を
検
討
し
、
そ
の
実
態
に
迫
っ
て
い
る
。
第
四
節
は
多
摩
川
中
流
域
に
位
置
す
る
村
落
の
様
相
を
、
と
く
に
「
村
明
細
帳
」
の
分
析
を
と
お
し
て
、
畑
作
と
肥
料
購
入
・
農
間
渡
世
・
市
場
と
の
関
わ
り
な
ど
を
概
観
し
て
い
る
。
第
三
章
は
江
戸
か
ら
や
や
離
れ
た
入
間
郡
の
村
落
と
多
摩
郡
の
在
郷
町
を
対象にし、第一節では武蔵国西北部に展開する酒造業の様相と、
そ
こ
に
お
い
て
酒
造
業
を
営
む
斎
藤
氏
が
一
豪
農
と
し
て
成
長
し
て
い
く
過
程
を
寛
政
期
の
江
戸
地
廻
り
経
済
圏
育
成
の
な
か
で
捉
え
て
い
る
。
第
二
節
は
在
郷
町
八
王
子
に
あ
っ
て
天
保
飢
饅
時
に
お
け
る
窮
民
救
済
仕
法
な
ど
町
方
立
て
直
し
の
実
態
を
検
証
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
概
観
し
て
み
た
が
、
本
書
に
は
近
世
都
市
周
辺
村
落
の
歴
史
像
を
描
き
出
す
と
い
う
観
点
か
ら
、
江
戸
周
辺
地
域
を
対
象
に
し
た
論
文
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
配
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
論
文
は
長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
個
々
の
間
に
は
若
干
、
研
究
視
点
が
相
違
す
る
点
、
気
が
か
り
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
筆
者
の
思
う
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
第
二
章
第一節、第三章第一節・一一節は、著者の問題関心のなか分析が充
分
に
な
さ
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
惜
し
む
ら
く
は
全
体
を
と
お
し
て
、
さ
ら
に
史
料
分
析
を
充
分
に
さ
れ
、
著
者
の
考
え
方
を
提
示
し
て
ほ
しいように思われる。
と
こ
ろ
で
、
本
書
の
冒
頭
に
は
研
究
対
象
と
し
た
地
域
の
か
つ
て
の
姿
を
表
す
写
真
が
豊
富
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
変
貌
箸
し
い
周
辺
農
村
の
過
去
の
姿
を
映
し
出
す
も
の
で
あ
り
、
近
世
期
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
農
村
に
残
さ
れ
た
史
料
に
よ
っ
て
研
究
が
な
さ
れ
、
本
書
が
結
実
し
た
の
で
あ
る
。
掲
載
さ
れ
た
写
真
書
評
と
紹
介
は
本
書
を
理
解
す
る
う
え
で
充
分
な
助
け
に
な
る
と
い
っ
て
よ
い
。
著
者
は
「
あ
と
が
き
」
で
今
後
に
残
さ
れ
た
研
究
上
の
課
題
が
多
い
と
さ
れ
る
が
、
以
上
の
研
究
は
周
辺
村
落
を
多
く
の
史
料
に
よ
っ
て
、
ま
ん
べ
ん
な
く
丹
念
に
検
討
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
江
戸
周
辺
の
地
域
的
な
特
質
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。
本
書
は
、
歴
史
研
究
者
だ
け
で
は
な
く
、
近
代
都
市
東
京
周
辺
に
暮
ら
す
住
民
に
も
地
域
の
過
去
を
知
る
う
え
で
一
読
を
勧
め
た
い
書
で
あ
る
。
〔
平
成
七
年
五
月
刊
Ａ
５
判
二
五
○
頁
四
九
四
四
円
雄
山
閣
出
版
〕
【会員編著書抄】
村
上
直
・
安
岡
昭
男
他
共
編
「日本史用語大事典』
新
人
物
往
来
社
平
成
七
安
岡
昭
男
箸
『
明
治
前
期
日
清
交
渉
史
研
究
」
巌
南
堂
書
店
平
成
七
石
井
正
敏
共
編
『善隣国宝紀』
集
英
社
平
成
七
百
瀬
孝
著
『
事
典
・
昭
和
戦
後
期
の
日
本
１
１
占
領
と
改
革
ｌ
」
吉
川
弘
文
館
平
成
七
村
上
直
校
訂
『竹橋嚢簡・竹橋余筆』
文
献
出
版
平
成
七
湯
本
豪
一
編
『
続
美
術
館
・
博
物
館
は
「
い
ま
崖
日
外
ア
ソ
シ
エ
ー
ッ
平
成
八
村
上
直
校
訂
『新訂・民間省要』
有
隣
堂
平
成
八
丹
治
健
蔵
著
『近世交通運輸史の研究』
吉
川
弘
文
館
平
成
八
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高
幡
山
明
王
院
金
剛
寺
は
、
日
野
市
高
幡
に
あ
る
真
言
宗
智
山
派
の
別
格
本
山
で
あ
り
、
通
称
で
は
高
幡
不
動
尊
と
呼
ば
れ
、
関
東
三
不
動
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
る
名
刹
で
あ
る
。
こ
の
高
幡
山
金
剛
寺
の
歴
史
は
、
応
永
二
二
年
（
’
四
一
五
）
二
月
、
発
願
者
乗
海
の
依
頼
を
う
け
た
深
大
寺
（
調
布
市
）
の
長
弁
が
案
文
し
た
勧
進
状
に
よ
る
と
、
金
剛
寺
の
不
動
堂
は
大
宝
年
間
（
七
○
｜
～
七
○
四
）
以
前
に
草
創
さ
れ
た
と
あ
り
、
ま
た
、
縁
起
に
よ
る
寺
伝
で
は
貞
観
年
間
（
八
五
九
～
八
七
七
）
に
慈
覺
大
師
円
仁
が
清
和
天
皇
の
勅
願
に
よ
っ
て
東
関
鎮
護
の
霊
場
と
定
め
て
不
動
堂
を
創
建
し
、
こ
れ
に
不
動
像
を
奉
安
し
た
の
に
始
ま
る
と
伝
え
ら
れ
、
元
慶
年
間
（
八
七
七
～
八
八
五
）
に
は
陽
成
天
皇
の
御
願
寺
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
不
動
堂
は
の
ち
に
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
た
住
僧
の
儀
海
上
人
の
と
き
本
尊
諸
尊
の
修
復
を
行
い
、
現
在
の
不
動
堂
の
地
に
移
建
さ
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
金
剛
寺
は
不
動
尊
の
「
胎
内
文
書
」
に
よ
っ
て
、
中
世
の
貴
重
な
史
料
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
近
世
に
な
る
と
天
正
一
八
年
二
五
九
○
）
八
月
、
関
東
へ
入
国
し
江
戸
を
政
治
的
拠
点
と
し
た
徳
川
家
康
は
、
翌
一
九
年
二
月
に
不
動
堂
領
と
し
て
三
○
石
を
寄
進
し
た
が
、
や
が
て
金
剛
寺
は
智
山
派
の
関
東
十
一
談
林
の
一
寺
と
し
て
繁
栄
し
た
。
特
に
火
防
の
不
動
信
仰
と
談
義
所
の
二
つ
の
性
格
を
も
つ
こ
と
に
よ
っ
て
、
末
寺
三
○
か
寺
を
含
め
て
寺
院
の
発
展
が
み
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
安
永
八
年
法
政
史
学
第
四
十
八
号
「高幡山金剛寺文書目録」の刊行村上
直
二
七
七
九
）
の
大
火
に
よ
っ
て
、
寺
城
の
伽
藍
が
焼
失
し
た
た
め
、
そ
の
後
の
歴
代
の
住
職
は
鋭
意
、
金
剛
寺
の
復
興
に
務
め
現
在
に
至
っ
て
い
る
の
である。
こ
の
金
剛
寺
の
文
化
財
に
つ
い
て
は
、
先
に
日
野
市
教
育
委
員
会
（
東
京
都
教
育
委
員
会
と
の
合
同
調
査
）
に
よ
る
『
日
野
金
剛
寺
（
高
幡
不
動
）
文
化
財
調
査
報
告
』
『
高
幡
山
金
剛
寺
典
籍
・
聖
教
文
書
目
録
』
（
昭
和
六
三
年
三
月
）
、
及
び
日
野
市
史
編
さ
ん
委
員
会
『
日
野
市
史
史
料
集
・
高
幡
不
動
胎
内
文
書
編
』
（
平
成
五
年
三
月
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
な
お
、
貴
重
な
文
書
類
が
未
整
理
の
ま
ま
所
蔵
さ
れ
て
い
た
。
法
政
大
学
多
摩
図
書
館
地
方
資
料
室
で
は
、
高
尾
山
薬
王
院
文
書
の
刊
行
に
続
い
て
、
平
成
四
年
七
月
か
ら
文
書
類
の
整
理
と
文
書
目
録
の
作
成
の
作
業
を
行
っ
て
き
た
が
、
す
べ
て
の
文
書
類
の
整
理
と
分
類
が
完
成
し
、
『
高
幡
山
金
剛
寺
文
書
目
録
』
（
Ｂ
５
判
、
一
八
一
頁
）
が
平
成
六
年
二
九
九
四
）
三
月
に
刊
行
さ
れ
た
。
こ
の
目
録
は
は
じ
め
段
木
一
行
教
授
を
団
長
と
し
て
作
業
が
開
始
さ
れ
た
が
、
同
教
授
が
平
成
五
年
に
国
外
留
学
の
た
め
に
渡
英
さ
れ
た
た
め
、
平
成
五
年
度
か
ら
村
上
が
団
長
と
な
り
調
査
団
を
再
編
成
し
作
業
を
進
行
さ
せ
た
。
団
員
は
団
長
の
他
、
安
岡
昭
男
・
関
口
恒
男
（
経
済
学
部
）
両
教
授
と
馬
塲
憲
一
（
講
師
）
氏
、
調
査
員
に
は
新
城
美
恵
子
（
大
学
院
博
士
課
程
修
了
）
、
河
野
朝
子
、
岩
橋
清
美
（
大
学
院
博
士
課
程
）
の
三
氏
他
七
名
。
調
査
協
力
者
と
し
て
は
水
久
保
克
英
（
大
学
院
修
士
課
程
修
了
）
と
柳
下
顕
紀
・
武
藤
真
君
他
十
数
名
の
村
上
ゼ
ミ
の
学
部
生
が
参
加
し
た
。
「
文
書
目
録
作
成
経
過
」
は
古
文
書
の
分
類
・
整
理
に
四
六
日
間
、
（
平
成
四
年
八
月
～
同
五
年
五
月
）
、
史
料
分
類
・
目
録
原
稿
作
成
に
四
二
日
間
（
平
成
五
年
六
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月
～
同
年
一
○
月
）
、
目
録
原
稿
点
検
は
一
四
日
間
（
平
成
五
年
一
月
～
同
一二月）に及んだ。
本
目
録
は
調
査
対
象
文
書
総
件
数
は
約
七
、
八
○
○
点
、
目
録
掲
載
文
書
数
一
、
七
○
六
点
、
し
か
し
関
連
史
料
を
加
え
る
と
史
料
実
数
は
四
、
一
二
一
点
と
な
り
、
調
査
活
動
期
間
は
約
一
七
ヵ
月
、
実
動
活
動
日
数
一
一
五
日
、
参
加
人
員
延
べ
五
四
七
名
に
な
っ
て
い
る
。
金
剛
寺
文
書
の
分
類
は
Ａ
寺
歴
住
職
、
Ｂ
信
仰
・
行
事
、
Ｃ
寺
院
経
営
、
Ｄ
談
林
、
Ｅ
門
末
寺
院
、
Ｆ
法
類
・
諸
寺
院
、
Ｇ
本
山
・
本
寺
、
Ｈ
寺
院
行
政
、
Ｉ
社
会
情
勢
、
Ｊ
地
域
社
会
、
Ｋ
典
籍
・
書
画
、
Ｌ
土
方
家
文
書
の
一
二
項
目
か
ら
成
っ
て
い
る
。
全
体
と
し
て
大
項
目
と
関
連
文
書
に
よ
る
枝
番
号
を
付
し
た
小
項
目
に
分
か
れ
る
が
、
大
項
目
の
点
数
で
は
寺
歴
住
職
（
四
二七点）、門末寺院（一一一五四点）、信仰・行事（二四一点）、法類
・
諸
寺
院
二
八
八
点
）
、
寺
院
経
営
（
一
五
八
点
）
、
典
籍
・
書
画
（
’
四
八
点
）
の
順
に
な
り
、
続
く
六
項
目
は
各
項
目
と
も
に
八
六
点
以
下
と
な
っ
て
い
る
。
本
目
録
に
よ
っ
て
、
は
じ
め
て
高
幡
山
金
剛
寺
文
書
の
全
貌
が
明
ら
か
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。
文
書
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
江
戸
期
と
明
治
・
大
正
期
が
中
心
で
あ
る
が
、
と
く
に
元
禄
年
間
（
一
六
八
八
～
’
七
○
四
）
の
門
前
百
姓
の
家
族
構
成
や
そ
の
実
態
、
歴
代
住
職
別
の
関
係
文
書
、
門末寺院の一一一一一か寺に関連する文書。また、昭和一四年から二一
年
に
至
る
日
中
・
太
平
洋
戦
争
の
戦
時
下
に
お
け
る
寺
院
の
動
向
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴
重
な
史
料
が
多
数
含
ま
れ
て
い
る
。
法
政
大
学
多
摩
図
書
館
の
地
方
資
料
室
で
は
、
こ
れ
ら
の
主
要
な
文
書
を
上
・
下
の
二
巻
に
ま
と
め
、
文
書
集
と
し
て
刊
行
す
る
予
定
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
上
巻
は
、
寺
歴
・
住
職
、
信
仰
・
行
事
、
寺
院
経
営
、
談
林
、
書
評
と
紹
介
典
籍
類
の
五
項
目
一
七
三
点
の
文
書
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
関
連
す
る
文
書
に
枝
番
号
を
付
す
と
一
三
八
点
に
及
び
、
こ
れ
を
加
え
る
と
実
際
の
収
録
文
書
は
合
計
し
て
一
一
二
一
点
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
各
文
書
に
は
一
点
ご
と
に
具
体
的
に
そ
の
内
容
を
示
す
標
題
が
掲
げ
て
あ
り
、
巻
末
に
は
収
録
文
書
に
つ
い
て
解
説
を
記
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
文
書
の
内
容
を
多
く
の
人
び
と
が
理
解
で
き
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
。
金
剛
寺
の
寺
歴
を
理
解
し
て
い
く
上
で
基
本
的
な
史
料
と
い
わ
れ
る
の
は
、
応
永
二
二
年
一
一
月
に
武
蔵
国
多
東
郡
深
大
寺
（
調
布
市
）
の
住
僧
長
弁
が
執
筆
し
た
金
剛
寺
所
蔵
の
不
動
堂
修
造
の
勧
進
状
（
帳
）
で
あ
る
。
こ
れ
は
金
剛
寺
の
僧
乗
海
が
平
地
に
建
立
さ
れ
て
い
る
不
動
堂
を
山
上
へ
再
建
し
よ
う
と
計
画
し
た
が
、
そ
の
資
金
を
集
め
る
た
め
に
勧
進
状
の
作
成
が
必
要
に
な
っ
た
。
そ
し
て
、
当
時
、
文
筆
に
巧
み
で
あ
っ
た
長
井
に
依
頼
し
た
の
で
あ
る
。
次
の
注
目
す
べ
き
史
料
は
、
文
化
一
四
年
（
’
八
一
七
）
’
二
月
に
江
戸
後
期
の
国
学
者
・
文
人
と
し
て
知
ら
れ
た
武
蔵
国
多
摩
郡
小
山
田
村
（
町
田
市
）
出
身
の
高
田
與
清
の
撰
に
よ
る
「
高
幡
山
不
動
尊
縁
起
」
で
あ
る
。
こ
の
縁
起
に
よ
っ
て
金
剛
寺
の
寺
歴
の
概
要
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
歴
代
住
職
は
、
南
北
朝
期
に
金
剛
寺
の
中
興
の
祖
と
い
わ
れ
た
儀
海を一世として、現在まで三一一一世に至っている。
なお、高幡山明王院金剛寺の三一一一世川澄祐勝貫主は、法政大学
の
Ｏ
Ｂ
で
あ
り
、
多
大
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
次
第
で
あ
る
。
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